
「令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について（令和３年３月12日中央教育審議会諮問）
【概要】

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげる。
2020年代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」で目指す学びの姿

ICTの活用と少人数学級を車の両輪として，「令和の日本型学校教育」を実現し，それを担う質の高い教師を確保するため，教師の養成・採用・
研修等の在り方について，既存の在り方にとらわれることなく、基本的なところまで遡って検討を行い、必要な変革を実施、教師の魅力を向上

学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め，教職生涯を通じて学び続け，子供一人一人の学びを最大限に引き出し，主体的な学びを支援す
る伴走者としての役割を果たしている
多様な人材の確保や教師の資質・能力の向上により質の高い教職員集団が実現し，多様なスタッフ等とチームとなり，校長のリーダーシップの下，家庭や地域と
連携しつつ学校が運営されている
働き方改革の実現や教職の魅力発信，新時代の学びを支える環境整備により教師が創造的で魅力ある仕事であることが再認識され，志望者が増加し，教
師自身も志気を高め，誇りを持って働くことができている

「令和の日本型学校教育」において実現すべき教師を巡る理想的な姿

中央教育審議会答申「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して」【令和３年１月26日】のポイント
～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～

「令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について（諮問）

①教師に求められる資質能力の再定義 ②多様な専門性を有する質の高い教職員集団の在り方

③教員免許の在り方・教員免許更新制の抜本的な見直し ④教員養成大学・学部，教職大学院の機能強化・高度化

⑤教師を支える環境整備

・「令和の日本型学校教育」を実現するために教師に求められる
基本的な資質能力

・優れた人材確保のための教師の採用等の在り方
・強みを伸ばす育成，キャリアパス，管理職の在り方

・①を踏まえた教職課程の見直し
・学校外で勤務してきた者等への教員免許の在り方
・免許状の区分の在り方
・必要な教師数と資質能力の確保が両立する教員免許更新制の見直し

・多様化した教職員集団の中核となる教師を養成する教員養成
大学・学部，教職大学院の教育内容・方法・組織の在り方

・学生確保，教職への就職，現職教員の自律的な学びを支え
るインセンティブの在り方

・教師を支える環境整備 ・教師の学び等の振り返りを支援する仕組み
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中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会

検討の方向性【概要】

Ⅰ．これまでの議論の整理

教師個人と学校組織 学校管理職に求められる役割

多様な専門性を有する質の高い
教職員集団を構成する人材の育成

新たな教師の学びについて

Ⅱ．検討の方向性

教師に求められる基礎的な資質能力と教職課程の見直し

特定分野に強みや専門性を持った教師の養成・採用

教員養成大学・学部、教職大学院の機能強化・高度化

教育委員会における大学・教職大学院との連携協働の促進

教職への志望動向に関する実態把握

教員採用選考試験の実施スケジュールの在り方

人物重視の多面的な採用選考

効果的・効率的な教員採用選考試験の実施

養成

採用

社会人等の登用促進

特別免許状制度の改善、特別非常勤講師制度の改善、教員資格認定試験の見直し等

研修

新たな教師の学びの姿の実現に向けた体制整備学校管理職（特に校長）に求められる資質能力の明確化

令和３年11月15日

「基本問題小委員会」において専門的な議論を深め、令和４年夏頃までを目途に一定の結論を得る
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学校管理職（特に校長）に求められる資質能力 ― 最近の動きを踏まえた再整理 ―

都道府県等の教員育成指標や近年の中教審答申等も踏まえると、学校管理職
に求められる基本的な役割は、以下の通り整理できるのではないか。

・業務改善
・多様な人材を含めた組織体制の整備
・人材育成
・カリキュラムマネジメント
・危機管理体制の構築 等

・経営方針等の地域や家庭への情報発信
・地域や家庭の学校運営への参画の促進
・関係機関との連携 等

１．学校経営方針の提示
学校の置かれた状況を分析することで、

学校の教育課題を明らかにするとともに、
国や県、市町村の教育施策も踏まえ、学校
運営の基本方針を定める。

３．学校外とのコミュニケーション２．組織づくり

学校管理職の在り方について
令和３年８月４日

中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う
教師の在り方特別部会資料（抜粋）
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教師・教職員組織の在り方
（令和答申） 実現のための条件

学校教育を取り巻く社会の
変化を前向きに受け止め、
継続的に新しい知識・技能
を学び続けていく

・社会の変化等を踏まえて新たに
学ぶべき知識・技能の方向性の
提示

・教師同士の学び合いを促進する
風土の醸成

・教師が安心して職能開発できる
環境の整備 等

多様な知識・経験を持つ人
材との連携を強化し、そう
いった人材を取り込んでいく

・様々な支援スタッフも含めた多様
な人材の学校組織内での配置

・多様な背景、経験、専門性等を
有する人材が連携協働する体制
の構築

・学校運営協議会の活用も含め
た、学校運営の持続的改善に向
けた家庭や地域、関係機関との
協働体制の構築 等

学校管理職に求められる能力

【アセスメント能力】
・学校経営方針の策定に向けて、学校教育活
動に関わる様々なデータや学校が置かれている
内外環境に関する情報（自らの学校の強み・
弱み、昨今の学校教育を取り巻く課題など）
について、収集・整理・分析して教職員間や学
校運営協議会で共有

・適切な状況・課題把握を踏まえ、新たに取り入
れるべき知識や技能に関する教職員間での認
識の共有 等

【ファシリテーション能力】
・多様な背景、経験、専門性等を有する教職
員が円滑にコミュニケーションを取れる心理的
安全性の確保

・学校運営協議会などの学校・家庭・地域等の
関係者間の協議における学校運営改善に向
けた相互作用の促進 等

学校管理職の在り方について

学校管理職（特に校長）に求められる資質能力
― 「令和の日本型学校教育」において特に求められる能力 ―

令和３年８月４日
中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う

教師の在り方特別部会資料（抜粋）



資質能力の構造化の試案（イメージ）―資質能力の大枠―
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資質能力の大枠の構造化イメージ

教職に必要な基盤的な部分と基盤的な資質能力を基にさらに高度化していく部分の２層構造で整理できるのではないか。
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責任感豊かな人間性 人権意識
等

令和３年８月４日
中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う

教師の在り方特別部会資料（抜粋）



資質能力の構造化の試案（イメージ）
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資質能力の観点と具体的内容（基礎的な能力記述）の構造イメージ①

教職に必要な素養
に主として関するもの

大くくり化した資質能力の観点

※ マネジメント、コミュニケーション（ファシリテーションの作用を含む）、連携協働などが横断的な要素と
して存在している

（教員免許で担保すべきと考えられる）基礎的な能力記述文の例

・ 「令和の日本型学校教育」を踏まえた新しい時代における教育、学校及
び教職の意義や社会的役割・服務等を理解するとともに、国内外の変化
に合わせて常に学び続けようとしている。

・ 豊かな人間性や人権意識を持ち、他の教職員や子供達、保護者、地域
住民等と、自らの意見も効果的に伝えつつ、円滑なコミュニケーションを取
り、良好な人間関係を構築することができる。

・ 学校組織マネジメントの意義を理解した上で、限られた時間や資源を効
率的に用いつつ、学校運営の持続的な改善を支えられるよう、校務に積
極的に参画し、組織の中で自らの役割を果たそうとしている。

・ 自身や学校の強み・弱みを理解し、自らの力だけでできないことを客観的に
捉え、家庭・地域等も含めた他者との協力や関わり、連携協働を通じて課
題を解決しようとする姿勢を身に付けている。

・ 子供達や教職員の生命・心身を脅かす事故・災害等に普段から備え、
様々な場面に対応できる危機管理の知識や視点を備えている。

注）基礎的な能力記述文の項目数や分量は、当該能力を身に付けるために必要な学修量と必ずしも比例するものではない。

令和３年８月４日
中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う

教師の在り方特別部会資料（抜粋）


